
 
平成24年3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成23年3月21日～平成23年9月20日） 

 
平成24年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成23年3月21日～平成24年3月20日） 

 
 

（注）当社は、平成22年10月５日に単独株式移転により設立されたため、前年同四半期実績はありません。 

修正の理由 

１．第２四半期累計期間 
 
  当第２四半期累計期間の業績は、東日本大震災の影響を懸念しておりましたが、売上高につきましては、第２四半期に
入り、震災復旧工事、空調関連工事などが堅調に推移するとともに、ゼネコン大型案件、アミューズメント施設の改装など
の受注増により前回発表予想を上回る見込みです。 
利益面につきましても、売上高の増加に伴う利益増に加え、不採算案件の見直し等による売上総利益率の改善、諸経費
の削減効果などにより、営業利益、経常利益、四半期純利益ともに前回発表予想を上回る見込みです。 
 
 
２．通期 
 
  当通期の業績予想は、下期においても当社主要顧客の設備投資は抑制傾向が続くと想定しており、受注競争は激化す
ると思われます。 
  また、当社は、平成23年9月29日の取締役会において、平成23年11月29日開催予定の臨時株主総会における定款一部
変更議案の決議をもって、決算期を3月20日から2月末日に変更することを決定いたしました。決算期変更に伴い、主たる
子会社株式会社日商インターライフの平成24年3月分の売上・利益計画 (約1ヶ月分、売上高1,100百万円、営業利益80百
万円) が来期に計上となります。このため、通期の売上高は、これを考慮した計画に見直したことにより前回発表予想を下
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業績予想の修正および繰延税金資産の取り崩しに関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成23年5月2日および平成23年7月29日に公表した決算短信の業績予想を下
記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。また、平成24年3月期において繰延税金資産の取り崩
しを行うこととなりましたので、お知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 4,506 △10 △18 △34 △2.26

今回修正予想(B) 4,894 118 119 85 5.70

増減額(B-A) 388 128 137 119

増減率(%) 8.6 ― ― ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成23年3月期第2四半期）

― ― ― ― ―

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 9,500 50 36 20 1.33

今回修正予想(B) 8,800 100 100 25 1.66

増減額(B-A) △700 50 64 5

増減率(%) △7.4 100.0 177.8 25.0

（ご参考）前期実績 
（平成23年3月期）

9,670 △75 △65 △91 △6.10



回る見込みです。 
  一方、利益面につきましては、売上高の減少はあるものの、第２四半期累計期間の業績見込みを踏まえ、営業利益、経
常利益は、前回発表予想を上回る見込みです。また、当期純利益につきましては、繰延税金資産の一部を取り崩した影響
があるものの、前回発表予想を上回る見込みです。 
 
 
３．繰延税金資産の取り崩し 
  当社は、来期より連結納税の適用を予定しており、これに伴い繰越欠損金の控除による法人税の減少が見込まれるた
め、一部子会社の繰延税金資産の回収可能性を検討した結果、その一部を取り崩し、当期末において、30百万円を法人
税等調整額に計上する予定です。 
 
 
  当社は、持株会社であり、その業績は主にグループ会社間の内部取引によるものとなるため、個別業績および個別業績
予想の開示は省略しております。 

以 上


